
1 

ＯｐｅｎＡＭ コンソーシアム 

◆ セッションサマリー 

日時 ２０１２年１０月１９日（金） １３：２５～１７：００ 

天候 晴れ 

会場 株式会社野村総合研究所 木場総合センター 大会議室 

定員 １００名 

事前申込者数 ７６名 

参加者数 ６１名 歩留 ８０．３％ 

アンケート回収数 ４３枚 アンケート回収率 ７０．５％ 

第３回 ＯｐｅｎＡＭコンソーシアムセミナー 

『ＯｐｅｎＡＭ Ｓｕｍｍｉｔ』 アンケート結果 

◆ セミナーを知ったきっかけ （Ｑ１） 

A：OpenAMコ

ンソーシアム

サイト 
40.0% 

B：Twitter 
10.0% 

C：Facebook 
0.0% 

D：OpenAMコ

ンソーシアム

ニュースリリー

ス 
22.5% 

E：インターネッ

ト上のセミナー

サイト 
5.0% 

F：正会員企業

からのお知ら

せ（OSSTech、

オージス総

研、NRI） 
22.5% 
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ＯｐｅｎＡＭ コンソーシアム 

◆ セミナー参加者の勤務先従業員規模 （Ｑ１０） 

◆ サービスを選定する為の役割 （Ｑ１１） 

◆ セミナー参加者の業種 （複数回答者あり） （Ｑ９） 

A：1～20人 
14.6% 

B：21～100人 
4.9% 

C：101～500

人 
17.1% 

D：501～

1,000人 
12.2% 

E：1,001～

5,000人 
24.4% 

F：5,001～

10,000人 
22.0% 

G：10,001人

以上 
4.9% 

A：主に最終的

な決定/承認を

行う 
0.0% 

B：主に決定に

向けた意見/助

言を行う 
41.0% 

C：主に計画・

立案を行う 
41.0% 

D：その他 
17.9% 

A：情報サービ

ス（SI事業者、

ソリューション

事業者） 
42.9% 

B：情報サービ

ス（パッケージ

ベンダ、

SaaS/ASP） 
11.9% 

C：情報サービ

ス（ソフトウェア

開発） 
21.4% 

O：その他 
9.5% 

第３回 ＯｐｅｎＡＭコンソーシアムセミナー 

『ＯｐｅｎＡＭ Ｓｕｍｍｉｔ』 アンケート結果 

Ｇ：製造・メーカー 2.8% 
Ｋ：サービス・レジャー 2.8% 
Ｄ：情報サービス 
  （ハードウェアベンダ） 4.8% 
Ｅ：（前述以外の）IT・通信 4.8% 
 
Ｆ：農林・水産 
Ｈ：商社 
Ⅰ：建設・不動産 
Ｊ：流通・小売・卸売 
Ｌ：マスコミ・出版・印刷 
Ｍ：金融・資産・保険 
Ｎ：調査・マーケティング 

0.0% 
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ＯｐｅｎＡＭ コンソーシアム 

Ｑ２. 本セミナーは参考になりましたか？（複数回答可） 

① ＦｏｒｇｅＲｏｃｋ ＵＳ ジュディス・ボルツ （Ｊｕｄｉｔｈ Ｂｏｒｃｚ） 氏による基調講演について 

② ＦｏｒｇｅＲｏｃｋ ＵＳ アラン・フォスター （Ａｌｌａｎ Ｆｏｓｔｅｒ） 氏による基調講演について 

③ オープンソース・ソリューション・テクノロジ（株） 小田切 耕司による講演について 

参考になった 
95.0% 

参考にならな

かった 
5.0% 

参考になった 
97.5% 

参考にならな

かった 
2.5% 

参考になった 
100.0% 

参考にならな

かった 
0.0% 

個別に話が聞

きたい 
0.0% 

第３回 ＯｐｅｎＡＭコンソーシアムセミナー 

『ＯｐｅｎＡＭ Ｓｕｍｍｉｔ』 アンケート結果 
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ＯｐｅｎＡＭ コンソーシアム 

Ｑ２. 本セミナーは参考になりましたか？（複数回答可） 

④ （株）オージス総研 八幡 孝による講演について 

Ｑ３. ＯｐｅｎＡＭの活用状況について 

⑤ （株）野村総合研究所 寺田 雄一による講演について 

参考になった 
100.0% 

参考にならな

かった 
0.0% 

個別に話が聞

きたい 
0.0% 

参考になった 
100.0% 

参考にならな

かった 
0.0% 

個別に話が聞

きたい 
0.0% 

A：複数のプロ

ジェクトで導入

済み 
13.5% 

B：試験的なプ

ロジェクトで導

入済み 
13.5% C：未導入だ

が、導入を検

討中 
43.2% 

D：未導入で、

現時点では導

入を考えてい

ない 
29.7% 

第３回 ＯｐｅｎＡＭコンソーシアムセミナー 

『ＯｐｅｎＡＭ Ｓｕｍｍｉｔ』 アンケート結果 
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ＯｐｅｎＡＭ コンソーシアム 

Ｑ４. ＯｐｅｎＳＳＯの活用状況について 

A：複数のプロ

ジェクトで導入

済み 
10.8% 

B：試験的なプ

ロジェクトで導

入済み 
8.1% 

C：未導入だ

が、導入を検

討中 
5.4% 

D：未導入で、

現時点では導

入を考えてい

ない 
75.7% 

Ｑ５. ＯｐｅｎＡＭへの要望（機能追加、ドキュメントなど） 

日本語ドキュメント 

日本語ドキュメントの充実 

コミュニティのベースが英語であるため、なかなか内容を探しづらいため、
日本語サイトやＦＡＱが欲しい 

 ドキュメントや利用シーンに応じた設定集など 

技術情報公開 

開発者向けドキュメントの充実化 

ＯｐｅｎＩＤもサポートして欲しい 

ＯｐｅｎＬＤＡＰサポート（ＯＳＳＴｅｃｈ版の取り込み？） 

ＯｐｅｎＬＤＡＰの正式対応 

スマートフォンへの対応強化 

ＯｐｅｎＡＭでマルチディレクトリサービスと繋がるようにしてほしい。 
（認証＝ＬＤＡＰ、人事情報=ｏｒａｃｌｅ）２つのディレクトリサービスから 
Ａｔｔｒｉｂｕｔｅを作ってＪｕｓｔ-ｉｎ-ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇをしたい 

 ｆｅｄｒｅｔを使うときに、ｉｄｐ、ｘｍｌを修正するとアプリケーションサーバの 
再起動が必要なので、再起動しなくてもいいようにしてほしい 

第３回 ＯｐｅｎＡＭコンソーシアムセミナー 

『ＯｐｅｎＡＭ Ｓｕｍｍｉｔ』 アンケート結果 
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ＯｐｅｎＡＭ コンソーシアム 

Ｂ：オープンスダンダード 18 

Ｅ：セキュティに強い 14 

Ｈ：自社でカスタマイズできる       14 

Ｆ：高品質、高性能 11 

Ｄ：長期間利用できる 9 

Ｇ：最新技術 9 

Ａ：TCO削減 5 

Ｃ：ベンダロックイン脱却等 5 

Ⅰ：その他 1 

合 計 86 

Ｑ６. シングルサインオンについて期待すること 

Ｑ７. シングルサインオンやＩＤ管理を導入する際の課題 

Ｈ：自社のスキル、体制 13 

Ｃ：有償サポートのサービス内容、およびレベル 11 

Ｂ：有償サポートの価格 10 

Ｅ：品質、信頼性 9 

Ｄ：セキュリティ 7 

Ｆ：機能 5 

Ｇ：性能 5 

Ａ：TCO削減につながらない 3 

Ⅰ：開発委託会社（インテグレーター、ソフトハウス）のスキル、体制 2 

Ｊ：その他 1 

合計 66 

第３回 ＯｐｅｎＡＭコンソーシアムセミナー 

『ＯｐｅｎＡＭ Ｓｕｍｍｉｔ』 アンケート結果 
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ＯｐｅｎＡＭ コンソーシアム 

参考になりました 

技術寄りのセミナーがあるとよいとおもいます 

開示不可な情報（お客様情報他）はスライドのみでも良いが、 
紙の資料配布をしていただけると助かる（書き込みたいため） 

 コンソーシアムやコミュニティの活動でご協力させていただければと 
思います 

大変勉強になりました 

ＯｐｅｎＩＤＭやＯｐｅｎＩＧの導入例も公開して頂きますように 
お願いします 

講演資料を配布していただけたほうが良かった。 
パソコン未持参であったため 

Ｑ１２. 今後のコンソーシアムへの要望 

第３回 ＯｐｅｎＡＭコンソーシアムセミナー 

『ＯｐｅｎＡＭ Ｓｕｍｍｉｔ』 アンケート結果 


